
（
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
）

■
対
象
と
金
額
は
以
下
の
と
お
り

①
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

（
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
や
生
活
保
護

の
方
の
ぞ
く
）

▼
一
人
に
つ
き
1
万
円

　

※
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者
等
は

1
万
5
千
円

②
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
の
方
（
特
例
給
付
対
象
や
生
活
保

護
の
方
の
ぞ
く
）

　

▼
子
ど
も
一
人
に
つ
き
1
万
円

　

船
橋
市
は
7
月
10
日
、
市
民
税
非
課
税

者
や
児
童
手
当
受
給
者
等
に
一
斉
に
申
請

書
類
を
送
付
し
ま
し
た
が
、
書
類
が
届
い

た
方
か
ら
、
「
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
5
0
0
0
円
の
加
算
が
あ
る
65
歳

以
上
の
年
金
受
給
者
の
方
が
わ
か
り
づ
ら

い
よ
う
で
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の
問
い

合
わ
せ
の
9
割
が
こ
う
し
た
方
で
す
。

　

「
面
倒
だ
か
ら
申
請
し
な
い
」
と
い
う

声
も
聞
か
れ
、
支
給
漏
れ
が
心
配
さ
れ
ま

す
。

　

市
役
所
11
階
相
談
窓
口
、
出
張
所
や
フ

ェ
イ
ス
5
階
の
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
が
相

談
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
相
談
だ
け

で
な
く
申
請
書
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
書
、
印
鑑
、
保
険
証
な
ど
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の
、
預
金
通
帳
を
持
参
す

れ
ば
そ
の
場
で
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
の
担
当
は
、
「
通
知
を
送
付
し

た
年
金
受
給
者
の
方
は
、
ほ
と
ん
ど
が
対

象
者
な
の
で
申
請
を
出
し
て
ほ
し
い
。
書

類
が
不
備
で
も
市
役
所
で
審
査
し
、
不
明

な
点
は
問
い
合
わ
せ
ま
す
」
と
い
い
ま

す
。

　

申
請
し
て
1
か
月
後
位
に
可
否
の
通
知

が
届
き
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

　

受
け
付
け
は
来
年
2
0
1
5
年
1
月
15

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
い
た
申
請

用
紙
を
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
申
請
し
ま

し
ょ
う
。

　

心
配
な
時
は
お
近
く
の
日
本
共
産
党
市

議
に
お
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
。

　

4
月
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
臨
時
給

付
金
の
受
付
が
7
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
臨
時
福
祉
給
付
金

と
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
で
す
。

消
費
税
値
上
げ
の
負
担
軽
減
と
い
う
け
れ
ど
…
…

２
つ
の
臨
時
給
付
金
始
ま
る

２
つ
の
臨
時
給
付
金
始
ま
る

「
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
」

市
「
通
知
が
来
た
人
は

　
　
　
　
　
　
　

申
請
を
」
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垂
直
離

着
陸
機
オ

ス
プ
レ
イ

は
開
発
時

か
ら
事
故

が
多
く
、

ア
メ
リ
カ

で
は
「
未

亡
人
製
造

機
」
と
呼

ば
れ
て
い

ま
す
。
ロ

ー
タ
ー
の

角
度
を
変
え
、
水
平
飛
行
も
垂
直
飛

行
も
で
き
る
と
い
う
構
造
自
体
が

「
通
常
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
比
べ
制

御
不
能
に
陥
り
や
す
い
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
敵
の
レ
ー
ダ
ー
を
避

け
て
地
形
に
そ
っ
て
低
く
飛
ぶ
訓
練

も
事
故
に
つ
な
が
り
や
す
い
要
因
で

進
む 

戦
争
す
る
国
づ
く
り

す
。

　

米
軍
普
天
間
基
地
に
オ
ス
プ
レ
イ

が
強
行
配
備
さ
れ
た
沖
縄
で
は
「
住

宅
の
上
を
飛
ば
な
い
」
な
ど
の
約
束

も
守
ら
れ
ず
、
事
故
の
危
険
と
騒
音

被
害
に
さ
ら
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　

米
軍
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
飛
来
・
訓

練
を
全
国
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
防
衛
省
も
「
安
保
条
約
の
も

と
で
は
全
国
ど
こ
で
も
訓
練
は
で
き

る
も
の
」
と
明
言
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
安
倍
政
権
は
国
民
の

声
に
背
き
、
特
定
秘
密
保
護
法
を
制

定
、
国
家
安
全
保
障
会
議
を
設
置
さ

せ
ま
し
た
。
7
月
1
日
に
は
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議
決
定
を
強

行
し
、
米
軍
と
一
体
に
海
外
で
戦
争

す
る
国
へ
と
急
転
換
さ
せ
よ
う
と
し

平
和
行
進

習
志
野
自
衛
隊
、
オ
ス
プ
レ
イ
で
降
下
訓
練
？

オ
ス
プ
レ
イ
（
米
軍
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

て
い
ま
す
。
始
動
し
た
国
家
安
全
保

障
会
議
は
、
新
た
な
防
衛
戦
略
と
同

時
に
5
年
間
に
25
兆
円
を
つ
ぎ
込
む

防
衛
力
整
備
計
画
を
決
定
し
ま
し

た
。
そ
の
中
に
、
ア
メ
リ
カ
と
一
体

の
軍
事
戦
略
・
訓
練
の
た
め
「
17
機

の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
」
を
盛
り
込

み
、
現
在
配
備
先
を
検
討
中
で
す
。

千
葉
県
の
木
更
津
基
地
も
検
討
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
7
月
10
日
、

防
衛
相
は
そ
の
配
備
費
を
来
年
度
予

算
の
概
算
要
求
に
入
れ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
1
機
1
0
0
億

円
程
度
、
17
機
分
で
船
橋
市
の
1
年

分
の
一
般
会
計
予
算
に
匹
敵
し
ま

す
。

　　

習
志
野
基
地
に
は
ヘ
リ
等
の
航
空

機
は
あ
り
ま
せ
ん
。
習
志
野
空
挺
団

は
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
木
更
津
基
地

に
移
動
し
て
航
空
機
に
乗
り
込
み
、

習
志
野
演
習
場
に
飛
来
、
パ
ラ
シ
ュ

ー
ト
降
下
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

木
更
津
へ
の
配
備
は
習
志
野
へ
の
配

備
と
同
じ
こ
と
で
す
。
い
つ
墜
落
事

故
を
起
こ
す
か
も
し
れ
な
い
危
険
な

オ
ス
プ
レ
イ
の
導
入
、
飛
来
は
許
せ

ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
日
本
の
ど
の
地

域
も
オ
ス
プ
レ
イ
の
脅
威
に
さ
ら
さ

れ
な
い
よ
う
、
自
衛
隊
へ
の
配
備
計

画
中
止
、
米
軍
の
オ
ス
プ
レ
イ
撤
去

を
求
め
引
き
続
き
奮
闘
し
ま
す
。

安倍政権による「海外で戦争する国づくり」が進め
られる中、７月16日船橋市内で核兵器全面禁止・
廃絶を求める「国民平和大行進」が行われました。

自
衛
隊
に
も
１７
機
配
備

自
衛
隊
に
も
１７
機
配
備

木
更
津
配
備
で
船
橋
に
飛
来
？

木
更
津
配
備
で
船
橋
に
飛
来
？


